
滋賀県立彦根工業高等学校

□必修 ■選択

□定期考査 ■小テスト ■ノート □振り返りシート □作品
■パフォーマンス課題（プレゼンテーション・小論文・レポート・演奏

ディベート・自主学習ノート）
■その他 ( 歌、楽器の自主練習 ）

□定期考査
■小テスト ａ　　
■ノート ａｂc
□振り返りｼｰﾄ 　　　
□作品
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａｂc
■その他 ａｂc
（ 自主練習 演奏 ）
□定期考査 　　　
■小テスト ａ
■ノート ａb c
□振り返りｼｰﾄ 　 　
□作品
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
■その他 ａb c
（ 自主練習 演奏 ）

□定期考査 　
□小テスト 　　　
■ノート ａb c
□振り返りｼｰﾄ 　
□作品
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
■その他 ａb c
（ 自主練習 演奏 ）

使用教室 音楽室

ブルをグル－プに分かれて教科書の曲を参考に考え

会話を通じて学びに向かう力を養う

１学期で学んだ基本奏法をもとに楽曲の演奏、ピア

ノ伴奏とのアンサンブルを楽しむ

劇音楽、交響曲、郷土音楽に触れ、作曲家の生涯と

作品から文化と歴史の理解を深める

音階、運指(ﾘｺ-ﾀﾞ-との違い)、奏法を身につけ、息

使い方等表現のための技能を研究する

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、観点別学習状況の評価（Ａ、Ｂ、Ｃの３段階）および評点（１～10の10
段階）にまとめます。

器楽(オカリナ)
[ﾘｺ-ﾀﾞ-の代わり]

9

学習の
目標

使用教科書
副教材　等

年

興味関心、学習意欲、授業態度と合わせて、下記項目で評価します。

単位数

上記のことを生かして様々なジャンルの楽曲の表現

日本各地の民謡を歌う。三曲の演奏を鑑賞する。

科目名 ２

器楽(ギタ－)

音楽I
芸術 科

6

学年

サンブルを通じて読譜力、聴取る力を身につける

ギタ－の音階、コ－ドの基本奏法を身につける

１

24-芸101

教科名

音楽に関する専門的な学習を通じて、音楽的な見方、考え方を働かせ、音楽や音楽文化と創造
的に関わる資質、能力を育成することを目指す。

評
価
法

評価方法
学習内容・ねらい

4

5

月 学習項目・題材

歌唱(声楽)

楽典・理論

1

クラシック、ポップス等曲種にあった表現をするた

めに技能を身につけ、内容について理解を深める

音符と休符、音名、音階、コ－ドネ－ムを各課題と

関連付けて理解を深める

メロディ－を歌ったり、クラッピング、リズムアン

整理番号

MOUSA１(教育芸術社)

主体的に学習
に取り組む

態度

2 アンサンブル 上記で考えた創作アンサンブルの発表に向けて、主

項目 ａ･ｂ･ｃ

11

10

音楽に関する専門的で幅広く多様な内容について理解を深め、表現意図を音楽で表現す
るために必要な技能を身につける。

12

1

器楽(ギタ－)7

ソルフェ－ジュ

我が国の音楽
創作活動 クラッピング、ギタ－、オカリナを使ったアンサン

評価

学期

音楽に関する専門的な知識や技能を総合的に働かせ、自己のイメ－ジをもって音楽表現
を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わって演奏、聴くこ
とができるようにする。

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育
むとともに感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によって生活や社会を明るく豊かなも
のにしていく態度を養う。

評
価
観
点
の
趣
旨

ａ

ｂ

ｃ

知識・技能

思考・判断・
表現

担当者からのメッセージ（学習方法など）

自己のイメ－ジを創意工夫を生かして表現するためには、個人での反復練習はもちろん、アンサンブル等では他者との調和を
意識して演奏する技能、完成も必要です。

2

3

内容を工夫し、理解を深める

体的にグル－プで練習に取り組みコミニュケ－ショ

3 ン力を高める

～

鑑賞・音楽史



滋賀県立彦根工業高等学校

□必修 ■選択

□定期考査 □小テスト ■授業プリント ■振り返りシート ■作品

■パフォーマンス課題 （プレゼンテーション＝講評・制作作品発表）

■その他 （ レタリング、デッサン、造形表現鑑賞 ） ）

□定期考査 　 　 　

□小テスト

□ノート

■振り返りｼｰﾄ ａ ｂ c

■作品 ａ ｂ c

■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａ ｂ c

□その他

□定期考査

□小テスト

□ノート

■振り返りｼｰﾄ ａ b c

■作品 ａ b c

■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａ b c

□その他

□定期考査 　 　

□小テスト 　 　 　

□ノート

■振り返りｼｰﾄ ａ b c

■作品 ａ b c

■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 a b c

□その他

使用教室 美術室

　素材の学習、表現、用具の使い方（意匠、構成）

　意匠、知識、仕上げの創意工夫、（素材の理解）

・平面（デザイン、レタリングデザイン）理解を

　深める。（マーク、テーマ、デザインの確認）

・意匠への理解（デザイン)レタリング文字、仕上げ

　創意工夫、知識、構成、まとめ、鑑賞、講評。

・技術の習得、制作の創意工夫、作品鑑賞、講評。

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、観点別学習状況の評価（Ａ、Ｂ、Ｃの３段階）および評点（１～10の10段階）
にまとめます。

・意匠の学習

（ポスターデザイン）

・意匠、鑑賞、制作

　用具の使い方、構成

9

10

　制作と講評

学習の
目標

使用教科書
副教材　等

年

興味関心、学習意欲、授業態度と合わせて、下記項目で評価します。

単位数

　意匠、鑑賞、講評）

科目名 ２

・ポスターデザイン

（啓発ポスター）

美術Ⅰ
芸術 科 学年

　意匠の工夫知識、構成、仕上げ、まとめ。

・画面構成、著作権の理解

１

24芸-102

教科名

美術の目標としては何を目的として学び、感性、美意識、想像力を働かせ、対象、事物を造形的な視点で捉え自分と
しての意味、価値を作り出すなど造形的な見方、考え方を働かせ美的体験を重ね、生活、社会の中の美術文化と深く
関わる資質、能力を育成することを重視し、芸術、美術の育成、能力を重視する

評
価
法

7

評価方法
学習内容・ねらい

4

5

6

月 学習項目・題材

オリエンテーション

美術分野（用具、用材)

・プッシュステンド

・用具の使い方、構成
1

・学習方法の把握、学習方法の確認。

・「美術」への理解を深め、認識出来るようにする。

・美術分野の用具、用材、理解と学習方法の把握。

・プッシュステンドについての理解、用具、知識。

　構成まとめ（ステンドガラスデザイン、文様）

整理番号

美術１（光村図書出版）

主体的に学習に取
り組む
態度

　素材の学習、構成

項目 ａ･ｂ･ｃ

11

12

造形的な視点を豊かにするために必要な知識と教養、表現における創造的に表す技能に関す
る内容等を観点とする。

1

・コラージュ

　調和、作品の鑑賞

・銅版レリーフ制作 ・銅版の制作（彫刻としての半立体の学習）

評価

学期

表現における発想、構想と鑑賞ににおける見方、感じ方に関する事柄を観点とする。

学習を主体的に取り組む態度、生涯に渡り、美術を愛好する心情豊かな感性などに関わる事
項を観点とする。

評
価
観
点
の
趣
旨

ａ

ｂ

ｃ

知識・技能

思考・判断・表現

担当者からのメッセージ（学習方法など）

作品制作から平面・立体の知識、および思考判断を高め、表現力を身につけるよう学習を進めてください。

2

3

　仕上げ、鑑賞、講評

2

3

（彫刻としての意図）

（用具の使い方

・デザイン表現
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